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皆川：国分寺市第３次男女平等推進行

動計画の策定にむけて、来年2024年

4月1日施行の「改正DV法」「困難

女性支援法」とも政策的に関連が深

いことでもあり、一体的に取り組むこと

が適切。行動計画に盛り込むように。

市民生活部長：第2次行動計画は令和

6年度までの8年計画。市民意識実態

調査、関係部署、他の自治体などとも

情報共有して取り組みたい。

皆川：「困難女性支援法」では、婦人

相談員→女性相談支援員、婦人相談所

→婦人相談支援センターと名称の変

更、相談員への処遇改善も予定されて

いる。現時点での市の考え方は？

市民生活部長：関係部署と連携を図るな

ど必要な対応を遺漏なきよう進めていく。

皆川：パートナーシップ制度導入

自治体と市の現状は？

市民生活部長：都道府県12、市区町

村266、多摩地域では9自治体で導入

されている。国分寺市内で制度を利用

している人は11組。

討議資料

議会報告

2023年7月発

行

裏面につづく→

　令和５年度の第2回定例会が6月9日より7月3日まで開催されました。
8期目を務めさせていただけることになりましたが、改選後初めての定例
会では、皆川自身は常に新鮮な気持ちで臨むようにしています。
　議会は、行政の追認機関ではありません。行政のチェック、監視機能の役割とともに政策提案をしていくこと
が常に求められていることを議員は自覚し発揮していくことが重要であると考えます。

「尊厳」とは？ 広辞苑によると「とうとくおごそかでおかしがたいこと」。憲法24条２項個人の尊厳、法令用語で尊厳を含む法律は28本もあるといわれ、

重要な言葉です。市では業務において意識していただきたい。

活用の際は、実態把握や基準作りも必要

で、市民参加により進めてほしい。

公共施設マネジメント担当部長：本日は

受けとめる。利活用に関する関係課との調

整の中で課題とし、市民団体からの要望や

情報共有する。

皆川：歩行者や駐輪場の西側出口から

自転車利用者が反対側に斜め横断するな

ど危険な状況だ。横断歩道も必要との声

もある。現状について市の認識と対応策

についてどう考えるか？

まちづくり部長：課題として認識してい

る。カーブミラーを設置する予定だ。

皆川：令和4年度施行された法律によ

り、容器包装プラスチックに加えて製品

プラの回収も求められる。それ自体は実

施すべきだが、有料化がセットの回収は

疑問。審議会が3回のみの開催で、有料

化を前提のスケジュールになっている。

「プラスチック廃棄物の減量及び再利用

の推進方針（案）パブコメに係る市民説

明会」という説明会の表題も有料化であ

ることはわからない。リサイクル協力店

の数も減っているのは問題。

結局、資源となる。であるなら、これまで通

り、資源として無料でよいのではないか？

建設環境部長：製品プラが加わることから

費用負担の試算、排出量を減量していくと

の目的から現在示している考え方である。

リサイクル推進協力店への回収の強化の依

頼や事業者、国への要請など検討し市民に

理解を得られるよう力を注いでいく。

本来であれば「注いできた」ことを示す

べきとも指摘しました。

皆川：新庁舎建設に伴い移転する部署

があり、ひかりプラザ、いずみプラザに

空きスペースが生まれる。この場所を子

ども食堂、不登校の親の会等の活動をし

ている団体がシェアして使えるよう、家

庭でもなく、学校でもない子どもの

「サードプレイス」として活用できないか？

令和5年 第2回定例会（6月9日～7月3日）

一般質問（一部紹介） 皆川：世田谷区では、災害時に同性

パートナーへの死亡補償金の支給制

度を開始する。当市としても独自施策

を導入する考えはあるか。

市民生活部長：当事者の声も大事にし

てマイノリテイの方が暮らしやすくな

るよう研究していく。

皆川：「すべてのひとをたいせつに

する宣言」が宣言で終わらないよう実

効性のある取り組みをすべき。HPには

「尊厳」を守る事業の一覧が掲載さ

れている。どのような位置づけのもの

か？（相談事業が多く掲載されている）

市民生活部長：宣言制定を踏まえて、

具現化、見える化したもの。

皆川：職員は「尊厳」について認識

し、仕事しているか。

市民生活部長：そのように認識している。

皆川：同じ職場に民間、市の職員が混

在するようになることについてなど

は、いまだに心配の声がある。質の低

下を招くなど懸念されることのないよ

う約束してほしい。職場のマネジメン

トをしっかり行うように。

子ども家庭部長：良好な関係を維持し、

利用者が安心して利用できるよう連携も

十分に取りながらしっかり進めていく。

皆川：けやきスポーツセンターや市民プー

ルなどの体育施設やいきがいセンターに於

いて高齢者の個人利用に適用され、利用料

が減免される「オパール会員」という制度

があるが、あまり知られていないのが実情

だ。30年以上前からある制度だが、利用実

態のデータもなく、会員獲得の数値目標も

定められていない。PRも市報で一年に1回

だけのようだが、高齢者のフレイル予防促

進のための重要な制度であることから、

もっと周知に努めるべきではないか？

市民生活部長：周知については関係部

署とも連携を取って検討していきたい。

オパール会員の対象者は60歳以上となっ

ているが、65歳未満も高齢者と一括りに

するのは昨今の実情に合わないのではな

いかと指摘したところ、年齢についても検

討・研究していきたいということでした。
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　皆川りうこの会　　 では、国分寺市のま
ちづくりを市民のみなさんとともに考え進
めていきたいと思います。
①日頃の市政に対するご意見等お聞かせくださ
い。また、議会報告も行っています。
②皆川りうこの会　　　　参加者募集中
【会　　費】
＊郵便振替

皆川りうこの会　　　　　伝言板

一口　1000円

口座番号　00160-9-614301
口座名義　「皆川りうこの会Let's」

皆川りうこプロフィール

　　　　　　議長、副議長、監査委員、建設環境委員長、
予算特別委員長、浅川清流環境組合議会議員等 歴任
　　　　　自殺対策支援センターライフリンク、自
治体学会、日本子ども虐待防止学会、ごみ環境ビジ
ョン21、全国フェミニスト議員連盟、認定NPO法人
トラ・ゾウ保護基金 等
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国分寺市議会議員選挙初当選
4期目に挑戦するも惜敗。子どものシェル
ターのスタッフとして勤務
国分市議補欠選挙にて再選
5期目当選から、2023年8期目の現在に至る。
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当選証書授与式

ごみ減量推進委員会総会

北の原厚生会総会

行政との初顔合せ

交通安全キャラバン／国分寺難

病の会総会

第一回臨時議会

本多公民館新緑まつり／障害者

施策推進協議会傍聴

「しにたい気持が消えるまで」豆
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プラスチック廃棄物の減量及び再利用

の推進方針（案）パブコメに係る市民

説明会／未来市長になって考える
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「多様な性って何だろう」勝又栄
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むさしのチャイルドライン総会　

北欧の絵本に触れて考える　

「ジェンダー・多様性自分らしさ」

上倉あゆみさん／全国フェミニス

ト議員連盟総会

地域福祉計画懇談会
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知的障害者ガイドヘルパー養成

研修

三多摩議員ネット　研修会

障害者自立支援協議会　傍聴

行政視察（新庁舎進捗状況など見学）
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2023年4月～6月の活動より
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皆川りうこの過去の議会報告や

活動については、こちらのQR

コードからご覧ください。

活用の際は、実態把握や基準作りも必要

で、市民参加により進めてほしい。

公共施設マネジメント担当部長：本日は

受けとめる。利活用に関する関係課との調

整の中で課題とし、市民団体からの要望や

情報共有する。

皆川：歩行者や駐輪場の西側出口から

自転車利用者が反対側に斜め横断するな

ど危険な状況だ。横断歩道も必要との声

もある。現状について市の認識と対応策

についてどう考えるか？

まちづくり部長：課題として認識してい

る。カーブミラーを設置する予定だ。

皆川：令和4年度施行された法律によ

り、容器包装プラスチックに加えて製品

プラの回収も求められる。それ自体は実

施すべきだが、有料化がセットの回収は

疑問。審議会が3回のみの開催で、有料

化を前提のスケジュールになっている。

「プラスチック廃棄物の減量及び再利用

の推進方針（案）パブコメに係る市民説

明会」という説明会の表題も有料化であ

ることはわからない。リサイクル協力店

の数も減っているのは問題。

結局、資源となる。であるなら、これまで通

り、資源として無料でよいのではないか？

建設環境部長：製品プラが加わることから

費用負担の試算、排出量を減量していくと

の目的から現在示している考え方である。

リサイクル推進協力店への回収の強化の依

頼や事業者、国への要請など検討し市民に

理解を得られるよう力を注いでいく。

本来であれば「注いできた」ことを示す

べきとも指摘しました。

皆川：新庁舎建設に伴い移転する部署

があり、ひかりプラザ、いずみプラザに

空きスペースが生まれる。この場所を子

ども食堂、不登校の親の会等の活動をし

ている団体がシェアして使えるよう、家

庭でもなく、学校でもない子どもの

「サードプレイス」として活用できないか？

16日(日)～22日(土)

1日(月)より10日(水)まで　代表者会議

6月9日(金)より7月3日(月)まで　第2回定例会

皆川：世田谷区では、災害時に同性

パートナーへの死亡補償金の支給制

度を開始する。当市としても独自施策

を導入する考えはあるか。

市民生活部長：当事者の声も大事にし

てマイノリテイの方が暮らしやすくな

るよう研究していく。

皆川：「すべてのひとをたいせつに

する宣言」が宣言で終わらないよう実

効性のある取り組みをすべき。HPには

「尊厳」を守る事業の一覧が掲載さ

れている。どのような位置づけのもの

か？（相談事業が多く掲載されている）

市民生活部長：宣言制定を踏まえて、

具現化、見える化したもの。
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子ども家庭部長：良好な関係を維持し、

利用者が安心して利用できるよう連携も

十分に取りながらしっかり進めていく。

皆川：けやきスポーツセンターや市民プー

ルなどの体育施設やいきがいセンターに於

いて高齢者の個人利用に適用され、利用料

が減免される「オパール会員」という制度
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だ。30年以上前からある制度だが、利用実

態のデータもなく、会員獲得の数値目標も

定められていない。PRも市報で一年に1回
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※プラスチック→プラと表現しています。

【これまで】

燃えないゴミ、廃棄物＝燃えないごみと

して製品プラは有料で収集してきた。

容器包装プラスチック→無料で回収し

てきた。国分寺市の負担は１％。99％は

民間などの負担により処理してきた。資

源として無料で回収

【今後】

容器包装プラと一緒に製品プラを一括回

収。名称もプラスチック廃棄物に変更。

最終的には資源化される。

　市内の井戸水の安全性については、

多くの市民の皆さんの関心が高いテー

マです。地下水汚染の問題は今定例会

でも多くの質問がありました。市では

現在、東京都の見解についてHPに掲

載してます。今後、市報での情報発信

や市民の不安や疑問に応えるよう取り

組んで欲しいと思います。

有機フッ素化合物（PFAS）について

国分寺駅北口広場の安全について

多様な学び、子どもの居場所

新庁舎建設に伴い発生する場所の活用

環境行政、製ごみ減量、分別、

廃棄物、資源


